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【CIM】
2019年度ガイドライン概説とオートデスクソリューション



▪ ガイドライン・基準類アップデート情報
▪ 今後のBIM/CIM施策の方向性
▪ オートデスクソリューションの対応

アジェンダ
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ガイドライン・基準類アップデート情報



https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/miraitoshikaigi/dai15/siryou1.pdf

Society 5.0におけるi-Constructionの深化と貫徹

Evolution of Societies up to Society 5.0 (Source: Keidanren

https://www8.cao.go.jp/cstp/english/society5_0/index.html

平成30年4月12日未来投資会議国土交通大臣提出資料

http://www.keidanren.or.jp/en/policy/2016/029_outline.pdf
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第5回CIM導入推進委員会（平成30年3月6日）平成30年度のＣＩＭの実施方針
（案）

http://www.mlit.go.jp/common/001224375.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001224375.pdf


そしてBIM/CIM



H31

400件



そして令和へ
i-Construction の貫徹に向けた基準類の策定
～生産性向上を通した魅力ある建設現場の実現に向けて～

H31.4.1国土交通省報道発表資料より





BIM/CIMの活用が目指すところ







②施工段階 新山梨環状道路（関東地方整備局） 調査から管理まで活用/i-Constructionモデル事務所 関東整備局甲府河川国道

安谷所長
国土交通省が３次元データの活用などを先導する「ｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎモデ

ル事務所」として決定した全国１０事務所のうち、甲府河川国道事務所は関東地方整備局
から唯一選ばれた。ｉ－Ｃｏｎの目標である調査、設計、施工、管理の各段階で３次元
データを活用した事業を検討する。発注者と地元企業を含めた受注者が一丸となり、幅広
い職種で取り組みを進めることが求められる。【地元企業含め一丸で取組む】
技能者の高齢化、担い手確保などの課題を抱える中、同事務所の安谷覚所長はモデル事

務所の認定について、「国民の生命・財産を守るインフラを、確実かつ効率的に整備・管
理するため、３次元データを活用し、生産性の向上を図ることが不可欠。各段階で試行に
取り組み、管内事業の効率化につなげたい」と話す。
調査段階では、コントロールポイントの状況を３Ｄで可視化することで、周辺の属性状

況を踏まえたルート検討や、主要な眺望点から景観への影響を可視化することで景観への
影響度合いを確認できるといった効果が期待される。
設計段階では、３次元モデル情報活用モデル事業の「国道２０号新山梨環状道路」に取

り組む。全長約４３㎞の新山梨環状道路のうち、約１７㎞の北部区間を甲府河川国道事務
所が担当する。
このうち、事業化している広瀬～桜井間延長２㎞はＣＩＭ、３次元データを活用した詳

細設計を進めている。橋梁区間は上・下部工の構造確認、土工区間では完成後の道路の縦
横断や、周辺道路との交差形状や接続状況が確認できる。地元説明などにも活用し、意思
疎通、合意形成の迅速化が期待される。３次元データで確認することで、設計上のミス・
手戻りを防止でき、比較・概略検討にも活用する。「牛句～宇津谷区間延長５㎞も今後め
どがたてば活用する」（安谷所長）考えだ。
施工段階の「Ｈ３０釜無川河道整正そのほか工事」は、ドローンを使った３次元起工測

量により、設計データを作成することで品質向上や生産性向上が期待される。
また、「中部横断自動車道長戸川橋上部工事」などの一部の工事では、発注者の監督・

検査も含めて、３次元データを活用して出来形や出来栄えを確認できるか検討している。
検査官や監督者が現場に行かずに、パソコン上の３次元データや、カメラを介して確認す
る。
管理段階では、中部横断自動車道の開通済み区間トンネルの定期点検に活用する。既に

トンネル内空形状の３次元データを取得しており、次回以降の点検に比較して、変状など
を確認する。これまでの人力スケッチに比べ、品質向上、作業の効率化を図る。そのほか、
ＭＭＳ（モービル・マッピング・システム）をパトロール車に設置し、巡回しながら３次
元データを取得し、日常的な変状を確認することを検討をしている。
ｉ－Ｃｏｎの推進には地元建設業の協力も不可欠だ。２０１８年９月には、甲府河川国

道事務所発注のＩＣＴ活用工事現場で、山梨県建設業協会主催によるＩＣＴ土工体験講座
を開き、多くの地元会員企業が参加した。安谷所長は地元企業が有効性を体験し、「３次
元データの活用について、調査、設計から管理まで多様な企業、発注者が包括的に取り組
むことがかぎとなる」と語る。







段階モデル確認書



段階モデル確認書

http://www.mlit.go.jp/common/001284588.pdf

http://www.mlit.go.jp/common/001284588.pdf






土木数量算出要領
3次元モデルの基本的な表現方法

▪ 土構造物

▪ a)点高法 b)TIN分割を用いて求積する方法

▪ c)プリズモイダル法＜=Civil 3D d)その他

土質区分は3次元地盤モデルで表現



▪ コンクリート構造物

▪ A:体積を算出

▪ B:長さ、面積や個数を算出

▪ C:必要性の有無を確認

土木数量算出要領
3次元モデルの基本的な表現方法



▪ 鋼構造物

▪ Ⅰ:質量を算出

▪ Ⅱ:長さ、面積や個数を算出

▪ Ⅲ:必要性の有無を確認

土木数量算出要領
3次元モデルの基本的な表現方法





CIMモデル照査シート







地形測量や工事測量のイノベーションに向けて！
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令和時代に向けて・・
今後のBIM/CIM施策の方向性
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CIMガイドライン
河川編（河川土工・構造物）
オートデスクソリューション活用例
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「CIM運用に関する基準類」公開

http://www.mlit.go.jp/tec/tec_tk_000037.html

http://www.mlit.go.jp/tec/tec_tk_000037.html
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Autodesk CIM / i-Construction
http://bim-design.com/infra/iconstruction/

AEC Collection に含まれる主なソフトウェア

建築設計、土木インフラ、建設・施工向けBIM/CIM ツールのパッケージ
Autodesk Architecture, Engineering & Construction 
Collection （AEC Collection) にはさまざまな製品と革新的なテ
クノロジーが含まれ、設計、エンジニアリング、建設・施工の品質を向
上させ、建築と土木インフラのプロジェクトの精度向上と業務効率化
を支援します。

調 査 設 計 施 工 維持管理

現況地形
地物作成 事業化構想 概略設計 用地計画 設計・製図

3次元測量
設計・施工計画

管理台帳・保全

Autodesk Civil 3D
InfraWorks
ReCap PRO

Autodesk Civil 3D

InfraWorks
Revit

Autodesk Civil 3D

ReCap PRO
InfraWorks

Navisworks

AEC Collection による業務ワークフロー

主なソフトウェアの機能

ドローンで撮影した写真から3D点群データ作成。点群
データ編集が可能。

点群データからTINデータを作成。縦横断図作成や土量計算
が容易。

簡単に3次元現況モデルを作成し概略設計が可能。合意形成
や設計協議に活用。

橋梁・橋脚や擁壁などの土木構造物のモデリングおよび 3 
次元での配筋モデルを作成可能。2D 図面の作成や数量算
出も容易。

3D モデルの統合とナビゲーション、4D / 5D シミュ
レーションが可能。構造物間の干渉チェック機能や4D 
工程シミュレーション機能を搭載。

http://bim-design.com/infra/iconstruction/
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含まれる主なソフトウェア

i-Con(土工・構造物）CIM（土工・河川・トンネル・橋梁）に対応する
土木建築の測量・調査・設計・施工・管理ソフトウェアを一つのパッケージに

土工全般設計施工汎用

➢ 3次元土木設計、図面作成
✓ 線形、縦横断図の作成
✓ 3D線形構造物の

モデリング
✓ 土量算出

主な機能

土木全般概略予備設計・管理汎用

主な機能

➢ 設計ビジュアライズ
✓ ３D設計
✓ 現況モデルを構築
✓ プレゼンデータ作成
✓ 土工・構造物重合せ

主な機能

➢ 構造物モデリング
✓ 鉄筋配置
✓ 数量の集計
✓ 属性情報の付加、

2D図面の生成

構造物全般設計施工汎用

施工管理・
シミュレーション

✓ 4Dシミュレーション

✓ 干渉チェック

✓ 土工・構造物重合せ

✓ 施工情報ビジュアル化

写真測量・点群

✓ レーザ点群読込

✓ 写真測量サービス

✓ 点群編集
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施工CIM事例集

2016_cim.pdf


施工CIM事例集におけるAutodesk製品活用実績



2017/3/24

第3回CIM導入推進委員会
資料より



CIMモデルの種類 CIMモデルのイメージ 対応Autodesk製品

①線形モデル

②土工形状モデル

③地形モデル

④構造物モデル

⑤地質・土質モデル

⑥広域地形モデル

⑦統合モデル

①3次元モデル ②3次元モデルに直接付与する属性情報

CIM(3次元モデル+属性情報）

③3次元モデルから外部参照する属性情報

CIMモデルの種類とオートデスク対応製品





Autodesk is a registered trademark of Autodesk, Inc., and/or its subsidiaries and/or affiliates in the USA and/or other countries. All other brand names, product 
names, or trademarks belong to their respective holders. Autodesk reserves the right to alter product and services offerings, and specifications and pricing at 

any time without notice, and is not responsible for typographical or graphical errors that may appear in this document.

© 2016 Autodesk.  All rights reserved.© 2019 Autodesk.  All rights reserved.


